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２ ．  茶の分類と 分布

１ ） 　 分類と は

　　分類は「種」を単位にして行われる。種というのは、チャとか、イネ、あるいはイヌ、

ネコ等のように、他のものと区別できるという認識の単位である。これらの例ではよく知

られているように、種と呼ばれる区分の下に、品種が存在している。品種と種の区別は、

品種を交配して雑種を作って、もはや親の品種とは同一と見なせなくなっても、種の枠内

にとどまるということである。このように、同一の種の中では、遺伝子のやりとりが常に

起きている。他の種とはその様なことが起きない。人工交配により、種間雑種を作ること

が可能である場合はかなりあるが、通常は不稔であり、このことから、逆に雑種が不稔な

場合に別種と考えるという基準にもなる。種の下には品種の他、変種とか亜種とかのラン

クを設定することもある。

　分類という作業は全ての生物が行っており、生存の基礎である。つまり、エサとエサで

はないもの、危険と安全、同性と異性等々の認識は全ての生物に備わっている。植物でも、

例えば、肥料成分でないものをどんどん吸収するなどと言うことは通常起きない。この様

に分類は普遍的なものであり、人間は太古より、生物に名前を付け、区別して対応してき

た。18 世紀になりリンネが分類を体系化し、分類学が誕生した。種が他種とどの様に区

別できるか等の特徴をラテン語で記載し、種の命名を行い、更に似たもの同士をまとめて

グループ化するようになった。2007 年はリンネ生誕 300 年にあたり、魚類の分類学者で

もある天皇陛下は、スウェーデンにおける記念式典に出席し、ロンドンにおいてリンネ協

会で講演をされた。

２ ） 　 従来の分類学の崩壊

　分類学は、この 200 年余の歴史の中で、「似たもの同士のグループ化」の手法をどんど

ん洗練させてきた。当初は外見だけの情報で機械的に区別する状態であったが、次第に体

内の構造の情報や、顕微鏡、化学成分、さらには化石なども利用し、ある進化の系譜を仮

定することで現状の説明するというようなことが常に意識されるようになってきた。とこ

ろが、最近 DNA の情報が利用できるようになって、従来の分類体系にかなり問題があるこ

とが分かってきた。端的に言えば、ここ 10 年ほどで、劇的に分類が変わってしまった。

あまりに短時間であったため、このことはまだ余り浸透しておらず、現在出版されている

一般書籍にもあまり反映されていない。生物観、生命観が激変してしまったが、これらは

今後徐々に一般的になっていき、古い知識は顧みられなくなって行くであろう。DNA の情

報が利用できるようになって分かったことは、生物は環境に合わせて素早く外見的特徴を

変化させていると言うことである。結果として、他人のそら似がかなりあると言うことで

ある。これまでの分類学はこういった特徴に基づいているので、問題があるのは当然であ

ることが明らかになった。
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３ ） 　 生物全体の見方

　最初の図は、生物界全体を俯瞰したものである。従来の考え方では，この様な場合，栄

養の取り方の違いで動物界と植物界に分けるか，更に菌を加えた 3 界とする等が常識であ

った．しかし，現在では，過去に行われた様々な生命の「試作」の名残が大部分を占め，

通常の動植物やカビキノコ類は相似通った生き方をしているということで，片隅にまとめ

られてしまった．生命の起源は 40 億年ほど前とされている。最初の生物は細菌(バクテリ

ア)であった。この頃は酸素は全くなく、地球全体が還元状態であった。太陽も余り光度

がなく、今なら地球全体が凍り付いてしまう程度のエネルギーであったが、二酸化炭素濃

度が 30%ほどあったため、温室効果で温暖であった。酸素がないのでオゾンもなく、従っ

て、地上には強烈な紫外線が降り注いだ。このため、生命は水中に限られた。27 億年前

頃、光合成をするラン藻が生まれたため、酸素が発生し始めた。しかし、この酸素は発生

する途端に膨大に存在する還元物質を酸化するために消費されてしまったので、依然とし

て、水中や空中における酸素濃度はほとんどゼロであった。還元物質として顕著なものに

二価鉄がある。これが酸化して三価鉄になると沈殿し鉄鉱石となった。最も新しい鉄鉱石

は 18 億年位前なので、この頃やっと空中や水中に酸素が大量に(といっても酸素濃度 3%)

出現したと考えられる。還元状態で生活している生物にとって酸素は有毒であるので、酸

素のない環境に逃げ込むか、酸素に適応する必要があった。うまく酸素を利用すると、エ

ネルギー効率を極めて高くできるので、その様な生物が繁栄するようになった。この頃の

生物は、細菌のグループと、古細菌のグループがあった。古細菌は高温や強酸性の場所で

見出されるが、最初の生物は高温性であったと考えられているので、古細菌が最初の生物

だとする考え方があってそのように命名された。しかし、その後に出現した真核生物に似

た仕組みで DNA を安定化させていることなどが明らかとなってきたため、議論は収束して

いない。なお、これ以降の図も含め、チャに繋がる分類群には緑色の星印をつけている。

　さて、酸素濃度が高くなり、エネルギー効率の高い細菌が出現した後に、その中のプロ

テオバクテリアの仲間と古細菌が共生するようになった。古細菌の体の中に細菌が入り込

んだわけであるが、細菌は古細菌の体内のいろいろな物質を利用できるため、そういう物

質を作るためにもともと持っていた遺伝情報がどんどん欠落していき、ついには古細菌が

ないと生きていけないミトコンドリアになった。一方、古細菌側も、それまで持っていた

DNA 安定化機構を更に洗練し、次世代や細胞内への情報伝達をより確実にするための装置

として染色体や核膜などに進化させたが、この現象が共生前か後かには議論がある。いず

れにせよこのような仕組みを持ったものを真核生物という。初期の頃に現れたものの子孫

が現在アメーバ動物類と呼ばれているものである。更にその中から、現在の植物や動物に

つながるものが発生した。植物はアメーバ動物類のあるものに、ラン藻が共生して出現し

た。このラン藻はミトコンドリアの時と同様に次第に遺伝情報を失い、単独生活ができな

くなって葉緑体となった。動物とカビ、キノコ類は同一の系統として発生し、後にそれぞ

れ分岐したと考えられている。
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４ ） 　 植物と は？

　次の図は，この真核生物の部分を植物を中心に詳しく見たものである．植物の枝が分か

れて，いろいろな名称が付けられているが，これらは海草類や植物プランクトンなどであ

る．運動性の植物プランクトンから葉緑体が脱落してしまい，これまでの分類学では動物

や原生動物(寄生性，病原性のものもある)として扱われて来たものも含まれる．この脱落

したものに更に別途藻類が二次的に共生したと考えられるものもある．これが更に脱落し

てまた共生ということも起きているようで，四次共生くらいまで考える必要があるようで

ある．緑色植物の中には，我々が知っている「植物」の他にプランクトンも含まれる．当

初ラン藻を初めとする各種細菌類や植物は海産として発生したとされ，徐々に淡水域にも

進出して行った．それを追って，他の生物も淡水域に分布を拡大した．多種多様な動物が

出現した原生代エディアカラ紀が終わると，古生代カンブリア紀になるが，まだ全ての生

物は水生であった．現在は，ラン藻も細菌も上陸しているが，それがいつ起きたかは不明

である．なお，古生代は順にカンブリア紀(5.4 億年前~)，オルドビス紀(4.9 億年前~)，

シルル紀(4.4 億年前~)，デボン紀(4.2 億年前~)，石炭紀(3.6 億年前~)，ペルム紀(3

億年前~)に分けられ，その次は中生代(2.5 億年前~)となる．
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５ ） 　 緑色植物の世界

　次の図は，緑色植物のその後の発展を示したものである．おおざっぱには，単細胞や少

数の細胞が集まっただけの緑藻と，細胞が連結して植物体を作る連鎖植物に分けられる．

淡水性の連鎖植物の中から 4.4 億年前(古生代オルドビス紀)頃に上陸に成功するものが現

れた．この頃の二酸化炭素濃度は 0.6%程度で，酸素濃度は現在並みとされ，従って紫外

線量も現在並と考えられる．

　上陸直後の植物の形態は明瞭な化石が無く，はっきりしない．恐らく沼沢地付近の湿っ

た地面に張り付いた苔類のようなものであったと考えられる．地面に張り付いたままより，

より効率的に胞子を分散させ，また光合成の効率を上げるためには植物体を立ち上げると

より都合がよい．しかし立ち上がることは乾燥することを意味する．これは光合成と繁殖

にとってハンディとなる．光合成のためには二酸化炭素を吸収しなければならないが，そ

の引き替えに水分が蒸発してしまう．このため，体内で水分の輸送の効率化が必要となる．

また，この段階の植物の繁殖では精子が水の中を泳いで卵子に到達しなければならない．

このため造精器，造卵器を地表からあまり離せない．コケの類は様々に立ち上がる努力を

しているが，未だにこの段階に止まっている．その中から，造精器，造卵器は地表付近に

置いたまま，立ち上がって旺盛に光合成をしたり胞子を散布する体を別建て用意するもの

が現れた．多胞子(のう)植物というシダの祖先の誕生である．造精器，造卵器は前葉体と

呼ばれるものに埋め込まれた．これは通常目にするコケの体に相当するものである．シダ

の体はコケではほとんど目立たない胞子柄に相当する．前葉体をコケの体のように地表付

近に置いておき，胞子柄を大きく(といっても 10cm 内外)繁茂させたというわけである．

まだ葉はなかった．

　水や肥料分，あるいは光合成産物などを体内に効率的に配達するパイプラインシステム

である維管束は，上陸後しばらくたってから出現した．またこの頃の植物では「葉」は未

発達で，維管束等の導通組織の発達と平行して葉が出現した(シルル紀~デボン紀)．葉は

光合成の効率を格段に向上させ，高能率のパイプラインとあいまって，それまで数 cm か

ら数十 cm 程度だった植物は，石炭紀のロボク(蘆木)やリンボク(鱗木)のように 10m とか

40m などと言われるほどに巨大化した．現在はこの様なものは絶滅したが，同類のものが，

トクサやヒカゲノカズラとして生き残っている．石炭紀は二酸化炭素濃度が 0.4%と現在

の 10 倍ほどあってその温室効果で高温多湿であった．様々なシダ類が繁茂したが，その

中に胞子でも増えるが種子でも増えるものが出現した．これらはシダ種子植物と呼ばれ，

それが更に発達して裸子植物になった．さらに中生代に至って被子植物が発生した．石炭

紀にはそれまで空気中にあった二酸化炭素が石炭として大量に固定化された．このため二

酸化炭素濃度が低下し温室効果がなくなって寒冷化した．石炭紀の終焉である．次のペル

ム紀には裸子植物と，現在のシダ植物に近いものが出現した．次の中生代の最初の三畳紀

(2.5 億年前~)にも寒冷化，乾燥化は進行し，次のジュラ紀(2 億年前~)に入る．この段

階で，裸子植物の種類がシダ植物を上回った．被子植物はジュラ紀の終わり頃出現したよ

うで，その次の白亜紀(1.5 億年前~)に大きく発展し，新生代第三紀(6550 万年前~)，第

四紀(181 万年前~)に続く．
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６ ） 　 単子葉と か双子葉、 離弁花、 合弁花はどこ へ行っ てし まっ た？

　さて、この様に成立した被子植物であるが、現存種の DNA 解析によって、とらえ方が大

きく変わった。従来は単子葉植物、双子葉植物、さらに後者を離弁花植物、合弁花植物と

分けるのが常識であった。しかし、次の図のように、単子葉類はかろうじてひとまとまり

になっているが、あとの枠組みはばらばらになってしまった。灰色の枝は従来古い起源と

されてきたものがかなり含まれるが、全部ではない。青色の枝は単子葉植物がそのまま入

っているが、類縁関係にはかなりの修正がある。あとは、おおざっぱにバラのグループと

キクのグループにわけられ、それぞれは更に分割されるが、分割群に入りきらないものが

各段階に存在する。チャはキクの仲間とされ、ツツジ目に入れられている。
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７ ） 　 チャ はツツジの仲間ですと 言われても ⋯

　次にツツジ目の分類を示す。チャが含まれるツバキ科には、従来広い意味のツバキの仲

間と、サカキ、ヒサカキ、モッコク等が含まれていた。しかし、現在では、ツバキの仲間

だけがツバキ科とされている。他の科にも分割や合併などが起きており、従来と名前が同

じであっても、内容は異なることがかなりあるので、注意が必要である。
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８ ） 　 新し いツバキ科

　そこで、ツバキの仲間だけになったツバキ科の分類を示す。ツバキ属とナツツバキ属は

日本に自生種がある。フランクリンツリー属は北米固有でナツツバキ属とタイワンツバキ

属も北米にある他は、いずれも東亜に産する。Chang & Bartholomew によると、化石の出

土例があるようだが、それらは現在のツバキ科の範疇にはいらないので、直接的には役立

たない。このランクの分類までは DNA の情報が活用されているが、以下については今後の

課題となる。化石の時計と分子時計を整合させた Bremer et al(2004)の研究によれば，

最初のツバキ科植物が出現したのは 1 億 300 万年前(白亜紀の中頃)，科内に複数の分類群

が出現したのは 6800 万年前(中生代[白亜紀]の最後)となる．
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９ ） 　 ツバキ属の中は？

　ツバキ属の分類は、時代による変遷はあるものの、リンネが記載したツバキとチャがも
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えられている。DNA 解析の結果も少しずつ蓄積されてきているので、今後は類縁関係など

も明確化された形でモノグラフが出版されることを期待したい。
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１ ０ ） 　 チャ 節の概観

　Chang & Bartholomew によるチャ節の分類を示す。子室数と子房の毛の有無で大別され

ている。
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１ １ ） 　 チャ 列の検索表

　更に、Chang & Bartholomew によるチャ列の検索表を示す。同書によると、ptilophylla

は茶としての利用があるとのことである。
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１ ２ ） 　 チャ 属の内部構造

　なお、Chang & Bartholomew が考えるツバキ属の内部構造は次の図のようなものである。

これから判断すると、これまでのチャの種間雑種はかなり遠縁である。稔性が低いのもむ

べなるかなである。今後は、必要な形質を持つ、できるだけ近縁の種を交配相手として選

定する必要があると考えられる。
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１ ３ ） 　 チャ の品種特性と 分類

　　さて，これまで，チャが生物界の中でどの様な位置を占めるかを概観してきた．次に

チャという種の中の変異と分類について考える．Chang & Bartholomew によるとチャの種

内分類としては中国変種 (sinensis var. sinensis)，アッサム変種(sinensis var.

assamica)，sinensis var. pubilimba(プビリンバ変種)，sinensis var. waldenae(ワル

デナエ変種)を考えると言うことであるが，後二者については情報が余りないので，ここ

では言及しない．日本の栽培品種は基本的に中国変種に属し，国内で育種された紅茶系品

種などは，アッサム変種と日本の品種の交配で作出されたものである．品種の分類は，こ

ういった来歴や栽培特性に注目されることもあるが，基本的には製品の品質が重要である．

紅茶の例を挙げたが，煎茶，玉露，展茶，釜炒茶，軽い半発酵茶，原料茶などがカテゴリ

ーとして重要である．どんな品種を使ってもそれぞれの製品を作るのは可能である．やぶ

きたを使って作った紅茶もべにふうきを使って作った紅茶も実際に販売されているが，そ

れぞれの標準的な製品を標準的に審査したらやぶきた紅茶に勝ち目はない．但し，あくま

で嗜好品なので，香気や水色は劣っても苦味や渋味のない紅茶を好む消費者は確実に存在

しており，これがやぶきた紅茶に需要がある原因である．同様なことは他の種類の茶に関

しても成り立ち，更にこれに実際の製品の品質と価格やイメージが関与して消費行動が成

立し，それが品種分類に影響するという複雑な背景があるので，一応の品種分類ないし適

応品種の例示は可能であるが，絶対的な区分ではない．栽培特性も経営的に重要である．

寒冷地では耐寒性の強い品種を選ぶ必要があるし，大規模経営では，早晩生を分散させて

製茶工場の稼働率を上げることを考えなくてはならない．逆に以前の埼玉のように，クワ

シロカイガラムシが存在しない場合には，その耐虫性を考慮する必要は無いというように，

経営戦略を含む所与条件によって，品種をどの様にとらえ，選択するかは大きく異なる．

また，こういったものは，例えば，20 年前に少肥適性やメチル化カテキンや，カフェイ

ンフリーが問題にならなかったように，時代と共に変化する．品種特性は，育種の過程で

調査されるが，どの様な特性を調べるかについても，時代の要請があるので，固定的には

考えない方がよい．次ページ以降に現行の特性調査の項目を示す．個々の品種がどのよう

な特性を持っているかに関しては，文献等を参照されたい．
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１ ４ ） 　 チャ の分布

　　　次の図の上段は，現在の都府県別栽培面積である．このように，現在の産地は東海

道周辺と九州が中心であるが，ほぼ日本の南半分には栽培が見られる．一方，下段は，

今から 130 年ほど前の明治 10 年の律令国別の生産量である．産額としての数字は未確

認であるが，陸奥においても生産があったので，本州以南では全ての国で生産されて

いたことになる．これまでの調査により，全ての都道府県で茶樹が栽培されているこ

とも判明している．沖縄では栽培上の問題が種々指摘されているが，生産が不可能と

言うことではない．北日本でも，一番茶の生産量に関しては問題ないと考えられる．

では，日本全国全ての地点で栽培可能かというと，これは恐らく否である．寒い北海

道でも栽培できるのに，暖かい南九州で裂傷型凍害が発生するというのは，チャでは

寒冷適応(ハードニング)に問題があるからと考えられている．つまり，極めてゆっく

り温度を下げていけば，北海道の寒さにも耐えるが，急に下がると南九州程度の寒さ

でも，寒害が発生すると言うことである．これまでの研究で，ハードニングがきちん

とされていれば，-15℃位までは問題なく，-20℃も品種や系統により大丈夫であると

考えている．ツバキでは，-25℃程度まで問題ない品種がある．いずれにせよ，日本国

内にはこれより低い温度になる地域は北海道や，高標高地にかなりあるので，そこで

は栽培不可能と考えられる．世界的には，臨海部なら，アフリカ大陸と南アメリカ大

陸は全体，北アメリカ大陸では，東岸はマサチューセッツ，西岸はシトカ付近，ユー

ラシア大陸では，東岸は日本や北朝鮮あたりまで，西岸はノルウェーの北極圏という

ような場所までは，低温により枯死することはないと考えられる．但し，冬の最低気

温-10℃夏の最高気温 10℃というように，夏の温度が十分ではない場所もあるので，そ

こで実際に長期間生育できるかどうかは今後の課題である．
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